
Keyword

現代社会は、ストレス社会とも言われる。多くの地域住民が、
日ごろの生活でいろいろなストレスに直面している。
そこで、地域の博物館、医療・福祉機関が連携した、地域
住民のための「博物館浴（博物館見学を通して、博物館の持
つ癒し効果を人々の健康増進・疾病予防に活用する活動）」
の研究を実施。その結果、博物館の作品を鑑賞する前後に、

生理測定、心理測定を行い、リラックス効果を判定すると、「絵
を見ると、うっとりする」という主観的な評価を裏付ける科学
的なエビデンスを得ることに至った。
今後は、高齢社会に向け、社会的処方の場として、フレイル

予防に博物館を活用したい。

「博物館」には、リラックス効果がある？
感覚から科学へ、博物館浴でフレイル予防。

期待される活用シーン

研究シーズの紹介

①博物館資料を用いた学習映像コンテンツの開発（茶器・掛軸・刀剣の取り扱い方など）
②博物館を活用したSTEAM教育の研究（福岡県・飯塚市歴史資料館と共同研究）

その他の研究テーマ

●海外では、社会的処方の場
として、博物館が活用されて
いるのか？

①カナダで始まる「処方箋に博
物館と書ける」プロジェクトの
日本版確立に向けた産官学
連携研究への期待。

①医療・福祉と連携した、新た
な博物館利用。
②博物館浴による健康ビジネス
の展開。

●博物館浴は、フレイル予防
やストレス軽減に役立つの
か？エビデンスはあるのか？
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博物館浴、健康寿命、フレイル予防、リラックス効果

博物館浴で、
フレイル予防！！

●博物館浴はリラックス効果があるというエビデンスを得た。
●メンタルヘルス対策、健康寿命増進に、博物館が活用できる。
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